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研究成果の概要（和文）：本研究では日本語教育のためのデータマイニング技術開発を目的に、[1]既存データマイニ
ング技術の日本語教育研究への応用可能性の検討、[2]既存ツールのカスタマイズ、[3]ツール開発、[4]マニュアル開
発を行った。その結果、[1]ではKh-Coder,SVtoolsなどを用いた日本語教育研究への応用研究を行い、有効性を示した
。[2]では日本語学習者誤用換言対データを約3000対開発した。[3]では日本語学習者アクセントの自動評定技術開発を
行った。[4]ではマニュアルを一部Web公開した。学術的成果としては、6件の学術論文の発表、11件の学会発表等を行
った。

研究成果の概要（英文）：In this project, several datamining tools such as Kh-Coder and SV-tools were 1) 
applied in the field of Japanese language education, 2) customized, 3) developed to a new tool and 4) 
documented for using these tools. In 2), we got a dataset of about 3,000 pairs of mistake-correction 
phrases by Japanese learners. In 3), an automatic evaluation system for accentuation of Japanese read 
speech was developed. In 4), we published a part of the user’s manual for Japanese language teachers on 
the web. In summary, six articles and eleven presentations were done for this project.
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１．研究開始当初の背景 
近年,コーパスに基づいた日本語・日本語教
育研究 が盛んに行われている。BCCWJ 等
の日本語母語話者コーパスと共に,C-JAS 等
の日本語学習者コーパスも ここ数年でかな
り整備された。今後はそれらの構築さ れた
コーパスをどのような情報財に加工するか
が重要 になる。 
日本語教育では数年前からテキストマイ
ニングツールの KH-Coder を用いた研究が
見られるようになったが,それ以外のツール
を用いた研究や,音声や評価法等,日本語教育
への応用可能性について幅広く検討した研
究は管見の限りない。   

 
２．研究の目的 
そこで本研究は，日本語教育向けデータマ
イニングツールの開発を将来構想に据えつ
つ,データマイニングの日本語教育への応用
方法について幅広く検討すると共に,既存ツ
ールのカスタマイズと活用マニュアルの設
計を行う。 
具体的には（１）過去 のデータマイニン
グの応用研究の調査と既存のマイニングツ
ールの比較・研究（２）マイニング ツール
のカスタマイズ（中間言語,音声対応） （３）
データマイニング技術の日本語教育への新 
たな活用法の提案 （４）（３）を含むデータ
マイニング活用マニュアルの公開（５）日本
語教育 研究向けデータマイニングツールの
開発,である。 

 
３．研究の方法 
 まず既存データマイニングツールについ
て調査するとともに,日本語教育研究への応
用を試みた。その試みによって今後必要とさ
れる技術を明らかにした。同時にすでに技術
開発が望まれている音声データマイニング
に関する基礎技術開発を行った。最後に日本
語教師向けツールマニュアルについて検討
を行った。 
 
４．研究成果 
（１） 既存ツールの日本語教育への応用と
マニュアル化 
 まずフリーのテキストマイニングツール
Kh-Coder によってどのような日本語教育研
究が可能かについて検討を行った（業績 2,5,6
他多数）。その結果,形態素解析器に機能語を
追加することで,かなりの程度非母語話者と
母語話者の産出する日本語との比較分析が
できることが明らかになった。その一方,日本
語学習者の中間言語は形態素解析器で抽出
できないため,中間言語を辞書登録すること
が必要であることが明らかになった。そのた
め学習者の誤用換言対コーパスを約 3000 対
開発した（業績①）。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 

 
図１ Facebook ポストに関する対応分析結
果（業績 2） 
 
 また Kh-Coderでは文字列や単語 N-gram
の情報が出せないため,研究協力者の山本和
英氏の協力によってN-gramリスト抽出ツー
ルを開発した(この研究成果は本研究の成果
ではない http://snowman.jnlp.org/n-gram_ 
tool)。本研究ではこのツールと Kh-Coderの
情報を合わせて理工系テキストに出現する
漢字語彙の分析を行った。また,他にも日本語
教育に有用な分析ツールとして Antconk, 
Elan, Langtest, JS-Star2012, SV-Toolsなど
があり,いくつかについて日本語教育研究に
応用した（業績１他）。当初は機械学習を用
いた研究（業績⑧）や Deep Learning，LDR
などに適用可能性の検討も行ったが，日本語
教師が活用するには難度が高いという結論
を得た。 
マニュアル化には既に着手しているが,完
成はしていない。これらのツールのさらなる
有効な活用方法の検討及び日本語教師に向
けたマニュアル完成が今後の課題である。 
 
（２）音声データマイニングの基礎技術開発 
本研究では音響特徴に基づいてアクセント
型を自動判定する方法を開発し,その判定方
法と人手評価との一致率について検討した
（業績③,⑥）。分析データには「日本語学習
者による日本語発話と,母語話者との対照デ
ータベース」（国立国語研究所）に収録され
た朗読音声を用いた。アクセント型の判定は
日本語母語話者 1名と中国語母語話者 1名が
行った。 
 自動判定技術については,まず音声認識シ
ステム Julius を用いて音素セグメンテーシ
ョンを行い,母音と有声子音部分から F0を 
抽出した。アクセント判定に用いる音響パラ
メータは,セグメント内の F0 平均値のほか,
中央値と外挿値（セグメント内の F0 価から
求めた回帰直線の終端値,F0-Target）を用い
た。結果は以下のとおりである。 
・自動判定と人判定の一致率は 70～80％
である。 
・中国語母語話者による朗読音声の方が,
日本語母語話者によるものよりも,自動判



定と人判定の一致率が高い。 
・音響パラメータで最も一致率が高いのは
中央値だが,文節内のモーラ数やアクセン
ト位置によって最適なパラメータは異な
る。 
以上から,本研究の提案方法は学習者音声
の発音評価ツールとして一定の精度を有す
るといえる。 
今後はこの技術を Web 等に実装し,学習者が
自身の音声を読み込むと,アクセント精度の
判定ができるように開発を行う予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ アクセントの人手評価と自動評価の
一致度（業績③） 
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